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モータ名 停止ﾄﾙｸ 電圧 電流 巻線抵抗

赤外線発光

ﾌｫﾄ トランジスター

周期

モ ータ名 回転数 rpm

電源電圧６ｖ

１．

モータに既定の電圧を加えて，負荷がかかっていない時に流れる電流を測定

します．この電流の値は，電圧と比例関係に殆どなっていません．

ﾏﾌﾞﾁ Ｒ Ｅ －２８０ 0.40A

〃 ＲＥ－３６ 0.43A

ﾃｰﾌﾟﾚｺｰ ﾀﾞｰ 用ﾓｰﾀ 0.047A

ﾗ ｼﾞｺﾝ 用 モ ータ 1.6A

ワ イ パーﾓｰﾀ 大 1.6A

ワ イ パーﾓｰﾀ 小 0.60A

ﾏ ﾌﾞﾁRS- 380PH45 35 0 .60A

ﾏ ﾌﾞﾁ Ｒ Ｅ－２８０ 149gcm 6.0V 6.0A 1.0 Ω

〃 ＲＥ－３６ 6.0V 6.0A 1.0 Ω

ﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀ ﾞｰ 用ﾓｰﾀ 143gcm 6.0V 0.68A 8.8 Ω

ﾗｼﾞｺﾝ 用 モ ータ 369gcm 2.7V 7.7A 0.3 5Ω

ワ イ パーﾓｰﾀ 大 2217gcm 6.0V 7.4A 0.81 Ω

ワ イ パーﾓｰﾀ 小 20000gcm 6.0V 4.9A 1.2 Ω

ﾏﾌﾞﾁRS-3 80PH4535 860gcm 4.8V 25.0A 0.1 9Ω

停止トルクは，モータが回

転していない時に発生するト

ルクで，図のようにバネばか

りで力を測定すると，半径×

力でトルクが測定できます．

この時モータに流れる電流

とモータに加わっている電圧

を測定します．

ﾏﾌﾞﾁ Ｒ Ｅ －２８０ １５０００

〃 ＲＥ－３６ １３０００

ﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞｰ 用ﾓｰﾀ ３０００

ﾗｼﾞｺﾝ 用 モータ １３０００

ワ イパーﾓｰﾀ 大 １５００

ワ イパーﾓｰﾀ 小 ２３

ﾏﾌﾞﾁRS-380PH4535 １２０００

電源電圧６ｖ

１.２Ｋ

４７０

＋５Ｖ

この図のように，モータの軸に軽

い羽を付けて，回転させ，赤外線

を発生するダイオードとフォトトラ

ンジスターを組み合わせた測定機で

周期を測定します．羽がフォトトラ

ンジスターの前に来ると光を遮るの

で，オシロスコープには図のような

信号が現われます．

周期がＴ(s) の とき回転数は

６０÷Ｔで計算できます．

逆起電力とは，モータは発電機としても働いていること

を説明しましたが，１ｒｐｍあたり何ボルトの電圧を発生

するかを示す定数です．

例えば巻線抵抗１．２Ωのモータに６Ｖの電圧を加えた

逆起電力とは，モータは発電機としても働いていること

を説明しましたが，１ｒｐｍあたり何ボルトの電圧を発生

するかを示す定数です．

例えば巻線抵抗１．２Ωのモータに６Ｖの電圧を加えた

ﾏﾌﾞﾁ Ｒ Ｅ－２８０

〃 ＲＥ－３６

ﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞ ｰ 用ﾓｰﾀ

ﾗｼﾞｺﾝ 用 モ ータ

ワイパーﾓｰﾀ 大

ワイパーﾓｰﾀ 小

ﾏﾌﾞﾁRS-38 0PH4535

モ ータ名 トルク定数 逆起電力定数

とき，無負荷で２３ｒｐｍで回転し，０．６Ａの電流が流

れている場合，巻線抵抗での電圧降下は０．６×１．２＝

０．７２ｖですから，モータは５．２８ｖの電圧を発生し

ていることになります．

従って逆起電力定数は５．２８÷２３で０．２３にな

ります．つまり，１ｒｐｍでこのモーターは ０．２３Ｖ

の電圧を発生します．

Ｒm ：モータ巻線抵抗 ｎ
０

： 無 負荷回転数

Ｉ
０

： 無 負 荷電流 Ｖ：電源電圧

Ｖ－Ｒm Ｉ
０

逆 起電力定数 Ｋ＝ （Ｖ／ｒｐｍ）

ｎ
０

３
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トルク定数とは，１Ａの電流で何ｇｃｍのトルクが発生

するかを示す定数である．たとえが２Ａの電流で１５０ｇ

ｃｍのトルクが発生すればトルク定数Ｋは７５ｇｃｍ／Ａ

となります．

しかしここで注意しなくてはならないのは，無負荷の時

に流れる電流は全くトルクに関係無いので，実際にモータ

に流れている電流から差し引かなければなりません．従っ

て次の計算でトルク係数を求めます．

Ｔ ：トルク係数
Ｔ ｒ：最大トルク

Ｉ ：モータ停止時に流れる電流

Ｉ
０

： 無 負荷電流
Ｔ ｒ

Ｋ＝ （ｇｃｍ／Ａ）

Ｉ －Ｉ
０

次の各モータのトルク定数，逆起電力定数

を計算しなさい．

モ ータ特性の測定

ＲＳ－３８０ＰＨ以外の特性はすべて科学部で実測

科学 部新聞 NO.8


